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尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業 教育・研究活動事業実績報告書 

教育・
研究活
動名 

地域住民、大学と高校が連携した地域防災力向上のための実践的防災・減災活動 

申請大
学・高
校等名 

大学及び 
高校等名 

兵庫県立大学 

活動 
グループ名 

防災リーダー教育プログラム 
参加学生等
人数 

  25 人 

指導責
任者名 
及び連
絡先 

学部・学科等
名称 

兵庫県立大学学際リーダー教育センター防災リーダー教育部門 

責任者氏名 浦川 豪 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

協働す
る市民
活動団
体及び
代表者
名 

団体名 アミング潮江商店街 

代表者氏名 田中 正眞 
連絡先 
電話番号 

 

E-mail  

教育・
研究活
動 
目標 

尼崎小田高等学校が立地する地域が直面しているハザード、脆弱性を理解し、地域団体及び高校と連
携した地域防災活動（あまおだ減災フェス）を企画、運営し、当該地区の地域防災力向上に貢献する。 

活動内
容及び 
実績、
評価 

（活動内容及び実績） 
 
 兵庫県立大学防災リーダー教育プログラム（副専攻）では、主専攻の学びとともに防災・減災分野の知
識を学び、実践的な活動を通して防災マインド(防災への優れた知識と行動する心)を持ち、地域や社
会に貢献できる人材を養成するプログラムであり、学部生を中心に尼崎市内の団体と連携した地域防
災活動を実施した。 
 
（第７回あまおだ減災フェス） 
日時：2024年 11月 10日(日)10：00～16：00 
場所：小田南生涯学習プラザ 
内容：ローリングストック体験、防災カードゲーム、災害カード作り 
 あまおだ減災フェスは、兵庫県立大学防災リーダー教育プログラム（副専攻）学部生、兵庫権利大学
大学院減災復興政策研究科の大学院生、尼崎市立小田高校が連携し、企画、運営し、年に１回実施
する地域防災に係る防災・減災イベントである。本年度は、「僕らの命、失わないために、探してみよう、
今できることを～こころ、地球、家族を守るために」をスローガンにして、尼崎市立小田高校、兵庫県立
大学の他、兵庫県立東灘高等学校、関西国際大学、神戸学院大学、大阪医療福祉専門学校、減災
古文書研究会などが参加した。 
兵庫県立大学防災リーダー教育プログラム（副専攻）学部生は、ローリングストック体験、防災カードゲー
ム、災害カード作りの内容を考え、出展した。 
・ローリングストック体験 
 ローリングストックとは、普段の生活で使う食料や日用品を、災害時に備えて多めに買い置きし、古いも
のから順に消費して買い足すことを繰り返す方法であり、賞味期限が切れてしまう心配がない等のメリット
があり、平常時と災害時のフェーズフリーの考え方である。賞味期限が長く、非常食として活用できるクラ
ッカーをベースに、チョコレートやお茶の粉などのトッピングを複数準備し、来場してくれた方々に楽しんで
もらえるように準備した。 
 
 



 
図１：第７回あまおだ減災フェス 

写真１：ローリングストック体験    写真２：災害カード作り     写真３：防災カードゲーム 
 
 
 災害カード作りは、いざという時に備えて、個人で必要な情報を書き込むカードを作成し、子供達も楽し
みながら記入できる活動を考えた。 

図２：災害カード 



・防災カードゲーム 
 全世代の人に楽しく防災に関する知識について、カードゲームとして学んでもらう目的のゲームとした。
基本的なルールは、神経衰弱と同じだが、「説明カード」と「イラストカード」を揃えるカードゲームとした。
以下がゲームのルールとした。 
1. カードを裏向けにして広げる 
2．「説明カード」と「イラストカード」の 2種類があり、対応するカードをそろえる 
3．多くセットを作れた人が勝ち！ 

図３：「説明カード」と「イラストカード」の対応例 
 
（アミング潮江商店街クリスマスイベント） 
 大学院生と学部生とでアミング潮江商店街クリスマスイベントに参加した。複数回の会合に参加し、防
災カードゲームを実施した。また、参加して下さった方々に配布する「知っておきたい防災標識」と題した
下敷きを作成した。他の出店していた大学の学生との交流も深まった。 
日時: 2024年 12月 14日(土) 11:00-16:00 
場所: アミング潮江商店街 
参加者: 副専攻生 5人(減災コミュニケーション領域) 
内容: 防災カードゲーム、アミング潮江商店街写真プロジェクト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
写真 4：現地での活動の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４：配布した自作の防災下敷き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

写真５：写真プロジェクトと写真の贈呈 
 
 また、学部生および大学院生が複数回商店街に赴き、商店街の日常を記録するアミング潮江商店街
写真プロジェクトを実施し、撮影した写真を展示した。イベント終了後、協力して下さった商店街の方々に
写真を手渡した。笑顔で受け取って頂けたのが印象的であった。 
（小学校出前防災講義） 
 尼崎市立花西小学校において出前防災講義を実施した内容を報告する。 
日時：2024年 12月 19日（木）10：45-11：30 
場所：尼崎市立立花西小学校 
対象：小学 6年生 約 70名 
参加者：副専攻生（6名） 
内容：AB クイズ、体験学習 
 副専攻の学部生は普段は学ぶ側にいるが、教える側の立場で活動したことになる。伝えたいことを詰
めすぎて難しくなりすぎることもいけないし、逆に簡単すぎても我々が行った意味がなくなってしまう。そこ
で、防災を身近に感じてもらう方法として、選択クイズと実験を行うことにした。選択クイズでは、防災対
策だけではなく災害の現象などを２者択一で出題した。体験学習では、「ペットボトルで雲を作ろう」「液状
化ってどんな現象？」「ペットボトルランタン」を実施し、生徒達は真剣に実験に参加してくれた。 
 今回、主として活動してくれた学部生からは以下のようなふりかえりが得られた。 
選択クイズは、少し簡単だったのか正答率も良く、あまり意見が割れることもなかった。もう少し考える

ような難しさの問題にできればよかった。実験は、選択クイズに応じた内容にした。私が担当したペットボ
トルで雲を作る実験は、専門的な知識を必要とするもの NHK for Schoolの動画を用いることで分かりや
すく実験できたと思う。とても楽しそうに実験を見学してくれた。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

写真６：出前防災講義の様子 

（報告会への参加） 
 尼崎市における地域防災活動の内容に係る報告を、尼崎小田高等学校の看護医療・健康類型の高
校生が主催したワークショップで行った。以下にワークショップの内容を示す。 
日時：令和７年３月２日(日) ９：３０～１２：００ 
場所：立花南生涯学習プラザ ３Fホール（尼崎市栗山町 2丁目 25-28）         
時程 
９：００～       受付     
９：３０～９：４０   開会行事 
９：４０～１０：１０  劇で伝える「認知症と在宅療養」   
１０：１０～１０：３０  フレイル予防体操、小田高校生徒いっしょに楽しもう！ 
１０：３０～１０：４５  休憩 
１０：４５～１１：１５ 「もしバナゲーム」で、自分の最期を考える（グループワーキング） 
１１：１５～１１：４５  兵庫県立大学「支えあい・見守り事業」の地域報告 
１１：４５～１２：００  閉会行事 
 
（想定していた活動成果に対する達成度合い） 
 全ての活動において予定していた活動を実施することができた。アミング潮江商店街とは初めて地域
連携するため、定例会に教員、代表学生とともに参加した。定例会（主たる連携は草刈様）において、複
数回開催する商店街イベントのうち１回のイベントに防災をテーマにした展示等を実施することが合意さ
れた。定例会の参加者は防災に関する意識が高いと感じられた。アミング潮江商店街クリスマスイベント
で防災カードゲームを実施することができた。 
（学生等が関わった地域、団体の活動の変化等） 
 上記のようにアミング潮江商店街の定例会参加者は、マンホールトイレの話等防災対策について関心
が高かった。商店街イベントには、防災カードゲームを展示し、家族で参加してくれた。子供達とゲームを
行うことで住民の防災意識向上に貢献することができた。 
（学生等の学習意欲、地域に対する考え方の変化等） 
 活動に参加した学部生から、以下のような意見が得られた。地域活動のための準備、実践、ふりかえ
りを通して地域防災活動の意義を理解したことが分かる。 
・他に教えることを通して自分が無知なことが多いことに気が付いた 
・子育て世代の防災意識が高いことがわかった 
・暮らしの中に防災・減災対策が組み込まれている 
・人に伝えることを通して自分がより深く理解できた 
・地域の方との交流を通して、机上では得られない気づきを得た例)防災標識を紹介したところ･･･ 
「どこにあるの？」「どう見れば良いの？」などの質問を受け、知識の紹介だけでは意味が無いことを知っ
た 
 

※ 報告書の内容及び掲載写真は、市報、ＨＰ等の市の発行する媒体への掲載される場合がありますので、事前に
学生等の同意を得た上で、提出をお願いします。


